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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーは、リソソームによる細胞質コンパートメントの大量分解プロセスです。ATG10は、オートファゴソーム形成に必須の2つのユビキチン様修飾に関与するE2様酵素です。ATG10は、酵母Apg8のホモログであるMAP-LC3（MAP1LC3A; MIM 601242）の可溶性形態をATG12（MIM 609608）とATG5（MIM 604261）で結合させ、膜結合型へと修飾します（Nemoto et al., 2003 [PubMed 12890687]）。[OMIM提供、2008年3月]、機能：オートファジーにおいて役割を果たす（類似性による）。 ATG12結合酵素（E2類似酵素）は、ATG5認識分子として機能すると考えられる。,類似性：ATG10ファミリーに属する。,サブユニット：MAP1LC3Aと相互作用する。MAP1LC3Aと相互作用することで、ATG12をATG5に結合する役割を果たす。また、ATG5またはATG7のいずれかと直接相互作用することもできる。,
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